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入居者の皆さんとともに！ 

＜ﾊﾞﾅﾅ園ｸﾞﾙｰﾌﾟ合同＞休暇村富士一泊旅行 

バナナ園 検 索   ホームページにも情報満載！ 

ﾃﾞｲｻｰﾋﾞｽ 
ババナナナナ園園  

↓ 
認知症専門 
044-588-0890

 

ﾊﾞﾅﾅ園ｸﾞﾙｰﾌﾟ ｽﾀｯﾌ<登録ﾍﾙﾊﾟｰ/正社員他>募集中!! 
★グループホーム他当社の介護施設・事業所では只今正社員他スタッフを募集中です★ 

◆資格無くても可能職種あり◆ 

●募集内容 ①非常勤登録ヘルパー＜ヘルパー2級以上必要＞登録のみも OK！ 

②ｸﾞﾙｰﾌﾟﾎｰﾑ等の管理者候補、主任ﾍﾙﾊﾟｰ＜正社員・有資格者・経験者優遇＞ 

      ③非常勤施設内ヘルパー＜週 2日以上勤務可能な方＞④夜勤専任パート社員 

●給与：  ①時給 1,150 円＜生活＞～1,750 円＜身体＞ 

②月給 185,000 円～280,000 円＜資格・経験により優遇＞ 

      ③時給 900 円～1,000 円＜資格・経験により優遇＞④1勤務 12,000 円～13,000 円 

●勤務時間 ①都合の付く時間で OK②③ 9：00～17：00 ④17：00～9：00＜夜勤＞ 

●休日：  ①4週 6休及び年間 15日の祝日分の指定休日＜15日の祝日分の指定休日＞  

●勤務地：川崎区四谷上町/幸区南加瀬/中原区小杉陣屋町/中原区下小田中/多摩区三田 

●問合せ：あい介護ﾈｯﾄﾜｰｶｰｽﾞ 担当：永田・若狭 ☎044-433-4651  

■本社ﾋﾞﾙ→ 

川崎市中原区 

★訪問介護部門 

★居宅支援部門 

★教育事業部門 
 

＜ｸﾞﾙｰﾌﾟﾎｰﾑ＞のんびり～す運営推進会議/公開講座開催 
地域の皆様と施設の交流を目的に「のんびり語ろうの会」を実施してい

る川崎市中原区のｸﾞﾙｰﾌﾟﾎｰﾑのんびりーすでは「第 6 回のんびり語ろうの

会（運営推進会議）」を 10 月 27 日＜土＞に開催することになりました。

今回は「認知症の理解とコミュニケーション」というテーマで公開講座も

併せて開催いたします。(場所 1Fコミュニティルーム） 

＜プログラム（予定）＞ 

15：00～15：30 ご挨拶・活動報告 

15：30～16：30「認知症の理解とコミュニケーション」講座 

■参加方法：直接ご連絡ください。 

■中原区下小田中 5-3-7 

☎044-797-3314＜9時～17時＞ 

■担当：藤原、高橋 

9 月 26、27 日にわたり、バナナ園グループでは各施設入居者の皆さん

から希望者を募り、富士休暇村＜静岡県富士宮市＞への一泊旅行を実施。 

バナナ園グループの各施設では日帰りの小旅行等は実施しているもの

の、安全確保やスケジュールの面から皆さんを連れての宿泊旅行となる

となかなか実行に移せなかった。しかし日頃から入居者の皆さんからの

「もう一度富士山が見たい」「温泉にゆっくりつかりたい」といった願い

を聞いているスタッフ達の発案によりこの旅行会が実施されることにな

った。当日は入居者の皆さん 7 名、看護師を含むスタッフ 16 名、計 23

名が参加、バスをチャーターし午後一番に川崎を出発、「白糸の滝」に立

ち寄り、休暇村富士に到着。全員で夕餉を囲み入居者の皆さん待望の入

浴、スタッフは汗水流しながら慣れぬお風呂で入浴の介助。翌日は「富

士国際花園」で色とりどりのベゴニア鑑賞、大輪のベゴニアにはため息

さえも、更に「まかいの牧場」を周り事故も無く無事一泊旅行は終了し

た。スタッフは「とにかく安全確保を第一に考えながら慣れない場所で

のお世話は想像以上に大変で緊張の連続、私たちは風景やお食事を楽し

む余裕はなかったが、普段は見ることの出来ない入居者の皆さんの笑顔

は疲れを癒してくれる素敵なものでした」「入居者の皆さんの希望と想い

出作りに一役買うことが出来たと思う、これも介護の重要な仕事」と感

慨深げ。今回は残念ながら曇り空、富士山の全景を楽しむことはできな

がったが、入居者の皆さんは一様に大満足、逆に「次こそは富士山を拝

みたい、しっかり長生きしたい」と新たな励みにもなったようだ。 
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グループホーム空室情報 
空室情報、入居に関するお問い合わせ 

は各施設もしくは総合案内 

☎044－433-4651 

までご連絡下さい 
 

 認知症といえば、皆さん、どのような症状を思い浮かべますか･･･

そう、まずは「物忘れ」ですよね。さっき食事をしたのに「ご飯は

まだ？」とか、薬を飲み忘れたり、道がわからなくなってしまう。

これは「ｱﾙﾂﾊｲﾏｰ型認知症」の典型です。この記憶障害はどこから来

るのでしょうか？これは脳の「海馬」という部分が大きく影響しま

す。まず皆さんは洋服ﾀﾞﾝｽをｲﾒｰｼﾞしてください。洋服ﾀﾞﾝｽには新し

い下着や上着が入って、着古した服は洗濯物に行きます。この「服」

が記憶の対象であり、その服を常に新しい物に交換していくのが「海

馬」の役割です。海馬の障害により、洋服ﾀﾞﾝｽにはいつまでも着古

した服が入り、新しい服は入ってきません。ｱﾙﾂﾊｲﾏｰの方は、古い記

憶はかなり鮮明に残っていますが、新しい記憶は入らないのです。 

次の段階が、洋服ﾀﾞﾝｽに、雑巾がはいったりします。この段階は、

「見当識障害」の段階･･･つまり、今いる場所や時間の概念がわから

なくなる状態です。さらに、全く関係のない「薬」や「ﾘﾝｺﾞ」とい

ったものが、洋服ﾀﾞﾝｽの中に入っていきます。これが「概念崩壊期」

の段階、例えば、お部屋で平気でお尻を出しておしっこを漏らしま

す。「さぁ大変だ」といって、ﾊﾟｯﾄをつけると、そのﾊﾟｯﾄをﾋﾞﾘﾋﾞﾘに

破る･･･つまり「ﾄｲﾚ」「ﾊﾟｯﾄ」といった概念がわからなくなってしま

うのです。この段階になると、言語にも障害が現れます。独り言が

多くなり、人の話も聞く耳持たず･･･という頃です。ある意味で一番

介護が大変な時期です。そして、最終的には、ﾀﾝｽの取っ手が外れて

しまい、もう洋服ﾀﾞﾝｽから物を取り出すことができなくなります。

記憶が引き出せないから、足腰の動かし方もわからず、急激に日常

の生活動作（手で物をにぎる、足で蹴る等）が低下し、寝たきりに

なり最終的に死に至ります。ｱﾙﾂﾊｲﾏｰ型認知症の原因については、ま

だ不明なところも多いですが、ある「たんぱく質物質」（ｱﾐﾛｲﾄﾞ蛋白）

の付着が原因であると言われています。しかし、確定的な診断は難

しく死後の脳を解剖することによってしか確定しづらいのが現状。

ですから、誤診も多いのが現実です。ｱﾙﾂﾊｲﾏｰの方を介護する場合に

は、こうした過程を知りつつ、いかに安心して暮らせるかを確保す

るかが必要です。変化など 

に過敏に反応しますので、 

環境（人を含む）変化には 

注意が必要です。24時間同 

じﾌﾟﾛｸﾞﾗﾑを提供することも 

有効です。また一方脳の活 

性化という面で、別の部分 

の脳を使って脳の活力を維 

持する「学習療法」「回想法 

」や、普段できることを手 

伝ってもらう（洗濯や家事） 

ことも大切です。 

 

 

バナナ園グループ 

●グループホーム「川崎大師ﾊﾞﾅﾅ園」☎ 044-280-2386 

●グループホーム「ﾊﾞﾅﾅ園」☎ 044-588-0645 

●グループホーム「第二ﾊﾞﾅﾅ園」☎044-587-1773 

●高齢者ｹｱ付住宅「IDS ﾊﾞﾅﾅ園」☎044-580-3210 

●ｸﾞﾙｰﾌﾟﾎｰﾑ「ﾊﾞﾅﾅ園ほりうち家」☎044-722-5361 

●グループホーム「のんびりーす」☎044-797-3314 

●グループホーム「ﾊﾞﾅﾅ園生田ﾋﾙｽﾞ」☎044-911-1599 

●ﾃﾞｲｻｰﾋﾞｽﾊﾞﾅﾅ園☎044-588-0890 

●あいｹｱｻｰﾋﾞｽ☎044-433-4651 

●すこやかｹｱﾌﾟﾗﾝｾﾝﾀｰ☎044-411-3120 

月刊 MONTHLY BANANA NEWS （毎月 1 日発行） 

編集：あい．介護ネットワーカーズ 
川崎市中原区上丸子八幡町 816  ☎044-433-4651 
＜ＨＰ＞ http://www.bananaen.com/ 

短期集中連載① 

「認知症セミナー入門編」 
アルツハイマー型認知症について 

弊社の活動が雑誌「かいごの学校」で紹介されました 
 

先月号でも紹介した雑誌「かいごの学校」（株式会社日本医療企画発行）に

私たちバナナ園グループの活動が紹介されました。「シリーズ認知症～地域

リポート」にて弊社の常務矢野達郎が登場、バナナ園グループの地域にお

ける活動について語っています。内容はぜひ「かいごの学校」をお求めに

なってご覧になってください。「かいごの学校」は全国の書店で毎月 16 日

に発売、お年寄りや身体障害者の 

介護をするご家族のための生活情 

報誌です。川崎市では有隣堂川崎 

ＢＥ店医学書センター、横浜では 

紀伊國屋書店横浜店、有隣堂医学 

書センターなどで買えるほか、ご 

近所の書店からの取り寄せ、下記 

ホームページや電話での申し込み 

もできます。いま介護中の方はも 

ちろん、将来の介護が心配な方々 

も、どうぞ読んでみてください。 

 

■『かいごの学校』問合わせ先 

■http://www.jmp.co.jp/gakko 

■TEL.03-3256-2864 秋山、樋口 

 

 

 

 

 

 

 

★バナナニュース読者プレゼント★ 
抽選で 5 名様に雑誌「かいごの学校 10 月号」をﾌﾟﾚｾﾞﾝﾄ！右の応

募券をはがきに貼り住所・氏名・年齢・お電話番号明記の上「あ

い.介護ﾈｯﾄﾜｰｶｰｽﾞ・ﾌﾟﾚｾﾞﾝﾄ係り」までお送り下さい。 

211-0001 川崎市中原区上丸子八幡町 816 

ＢＮ 

10 月号 

応募券 

バナナ園に誕生 

万歳!100 歳!百歳! 
ご長寿ＮＯ．1 

8 月 29 日、バナナ園ほりうち家に 100 歳越えの入居者様が誕生し

ました！その人は写真の入江千代さん。明治 40 年＜1907 年＞未年

の生まれ、バナナ園ほりうち家には平成 16 年 8 月のオープン時から

の入居で施設の最古参、もちろんバナナ園グループのご長寿ナンバ

ーワンです。入江さんは朝鮮は大田＜今の韓国：タイデン＞の生ま

れ、生家は醤油工場を営んでいらっしゃったという。娘時代単身帰

国し彦根の女学校を卒業。その後、銀行員のご主人と結婚、4 人の

お嬢さんをもうけられた。ご主人が銀行で海外営業のお仕事をされ

ていたこともあり、戦前は上海やロンドンでも生活されたという。

お嬢さんの一人は「父が先にロンドンに赴任、後追いで渡英する母

が、私たちのピアノの先生に一生懸命英語を習っていた姿が忘れら

れません。」と語ってくださいました。まじめで熱心な入江さん、ほ

りうち家では本や新聞をメガネなしで楽しむほか、よく食べ、そし

て皆さんのお話を楽しげに聞くのが日課、毎日をやすらかに過ごさ

れています。100 歳のお誕生日はご家族も一緒にささやかながらパ

ーティーをほりうち家では開催。更に敬老の日には内閣総理大臣か

らの記念品と賞状も届き、笑顔で「長生きできるのは皆さんのおか

げ」と話し写真に納まってくれました。 

 

 

 


